
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
               
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの転換をめざす女性ネットワークみやぎ 

「女性ネットみやぎ」ニュース  No.74 2018.6.22 
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「県民投票条例」の制定を求める直接請求運動を成功させましょう！

   ＊第２回賛同者会議開催 6 月 17 日、旭ヶ丘地下鉄駅隣接の旧姓・青年文化

センターで開催された「みんなで決める会」の賛同者会議には 65 人が参加しました。

10月-11月の 2 カ月間で、有権者の50分の一(宮城県では約4万人)以上の法

定署名を集め、「県民投票条例」制定を求める第１ステージのとりくみについて、資料

に基づいた詳しい説明がされました。(第２ステージ：条例が制定された後） 

＊各地での学習会進む！ 東松島や塩釜など各地での学習会やとりくみ状況など 

が報告され、地域や団体で気軽に学習会を開催して、受任者(協力者)登録数を増

やし、1 万 6千人に広げよう、新しいつながりも広げよう、と提案されました。 

＊原発による被ばく被害は、全ての県民が当事者 いったん事故があれば、圧倒

的多数の県民が被ばく者・避難者になり、汚染した廃棄物の保存や管理は、孫・子

の代までずうっと続きます。県民すべてが、再稼動について、ともに考え行動することが

必要です。原子力規制委員会の審査も終了間近と考えられ、県としての対応も迫ら

れます。今こそ「再稼動の是非は県民が決める」と、県民投票実施を求めましょう！ 

 

 

6月 17日 第 2回賛同者会議で 

各地のとりくみを呼びかける多々良哲さん 

学習会のお知らせ 【6月 29日(金)13時半～・仙台市市民活動サポートセンターで】 
 
私ども女性ネットみやぎは、2012 年 6 月の結成から今日 

まで、原発再稼動STOP・自然エネルギーへの転換・ 

子どもたちを守り、生活環境の放射能汚染に反対する 

運動に、多くのみなさまとごいっしょにとりくんできました。 

 「県民投票」を求める全県的な運動が始まっていますが、 

私たちも、これまでの活動の集約となる「県民投票条例」を実現

するために、法定署名運動に全力をあげてとりくみます。 

多くの方から賛同を得られるように、今考えている疑問や不安

を解決して確信を持ってとりくむために、学習会を開催します。 

男性も女性も、お誘い合わせてご参加ください！ 
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女川原発再稼動 STOP！放射能汚染ゴミ焼却反対！さらに強く大きな声をあげよう！ 
 

◆脱原発デモ・金曜デモなど 
＊旧古川地域：大崎 demo 金曜デモ・毎週金曜 17 時半・あさひ中央公園集合後デモ 
＊塩釜地域：塩釜きん発デモ・金曜 17 時半下馬駅裏宮城民医連事業協前集合後デモ出発 
＊岩沼市:「原発ゼロ戦争させない岩沼歩き隊」毎月第 3金曜日 14時岩沼駅東口広場で集会後デモ 
＊仙台長町地域：第3水曜17時半～原発も戦争も NO！たいはくアクション：仙台長町・蛸薬師境内集会後デモ 
＊脱原発みやぎ金曜デモ仙台中央部：(女川原発再稼働するな！子供を守れ！汚染はいらない！みやぎ金曜デモ） 

6月22日・29日(金) 勾当台公園野外音楽堂 18:30集合、19:00デモ出発  
集合場所が変わるので、ネットなどで確認してください。電話は、090-8819-9920(20時～22時まで)にお願いします 

 
◆6月17日～24日 原水爆禁止2018年国民平和行進宮城県内を行進17日岩手県➜気仙沼市・栗原市➜18日大崎市登米市        

             ➜19日色麻町・石巻市➜20日富谷市・松島町➜21日仙台市・塩釜市多賀城市・仙台市➜22日岩沼市➜ 

             23日白石市➜24日角田市・丸森町➜福島県へ                                

◆6月23日(土)14時～ 「福島原発事故から7年 被害の実相と原発訴訟の到達点」講演・馬奈木源太郎弁護士 資料代500円 

          15時半～ 原発問題住民運動連絡センター2018年度総会 於・仙台市青葉区中央市民センター第2会議室 

◆6月23日(土)14時～17時 緊急座談会「自衛隊と憲法」徹底討論：柳澤協二氏・林吉永氏・松竹伸幸氏と参加者による討論                

                    於・宮城野区文化センター(シアターホール) 無料 主催・みやぎ弁護士9条の会 
◆6月25日(月)12時～13時 「女の平和」街頭宣伝・署名行動 一番町フォーラス前 7月も5・15・25日です。 

◆6月29日（金）13時半～女性ネット学習会 「みんなで決めよう！女川原発の再稼動YESorNO」多々良 哲さん 
            15時15分～呼びかけ人会議  於・仙台市市民活動サポートセンター４F研修室 
◆6月30日(土)13時～ 岐路に立つ被爆国の「非核」―日米核同盟と核禁条約、朝鮮半島情勢の行方 講演・太田昌克さん(共同通信編集委員) 

        宮城県原爆被害者の会60周年記念集会 於・仙台市福祉プラザふれあいホール  主催・宮城県原爆被害者の会（はぎの会）無料 

◆6月30日(土)13時半～ 原発問題学習会「どうなっているの「広域避難計画」!?報告：山下司郎・長谷川博 資料代100円 

於・東松島市大塩市民センター主催・女川原発の再稼働に反対する東松島市民の会 

◆7月1日(日)13時～ いま光を放つ日本国憲法の源流「五日市憲法」…起草者は仙台藩出身の千葉卓三郎 於・仙台弁護士会館 

               講演・鈴木富雄さんほか パンフレット＆資料代500円 主催・治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟宮城県本部 

◆7月6日(金)14時～＆18時半～ 「あの夏の絵」青年劇場公演 於・仙台福祉プラザ 一般3500円 主催・上演実行委員会 

◆7月7日(土)10時～ ピースウェーブ2018 in MIYAGI (核兵器禁止条約が採択されて一周年記念の日)  

10時～元鍛冶丁公園でミニ集会 10時半～ピースパレード 主催・宮城県原爆被害者の会・ヒバクシャ国際署名連絡会宮城 

◆7月8日(日)13時半～ 「慰安婦」問題、どうしたら「真の解決」ができるのか～「日韓合意」、韓国政府の検証結果が示すもの～   

講師・川上詩朗氏 参加費・600円 主催・日本軍「慰安婦」問題の早期解決をめざす宮城の会 

◆7月21日(土)13時半～ 座間宮ガレイさん 選挙のお勉強会inみやぎ 於・仙台弁護士会館 資料代500円 主催・オールみやぎの会 

◆7月21日(土)13時半～ 婦人民主クラブ支部学習会「県民投票について」  

◆7月28日(土)13時半～ 講演・9条改憲ノーで平和を守り、民主主義を取り戻す～これからの闘いに向けて～講師・小森陽一さん 

                  於・シルバーセンター研修室 資料代300円 主催・宮城県内9条の会連絡会 15時半～連絡会総会 

◆8月15日(水)10時～ 再び戦争をくり返させない集い・立川談四楼師匠講演会「安倍政治を斬る！」於・エルパーク仙台セミナーホール 

                チケット代1000円 集会後アピール行進 主催・平和・民主・革新の日本をめざす宮城の会（宮城革新懇）  

◆8月26日(日)14時～ まちなかで作るエネルギー「原自連会長・城南信用金庫相談役吉原毅さんのお話を聞く会」 

於・せんだいメディアテークシアターホール 参加費無料・先着順180名 主催・実行委員会(鈴木智子さん) 

◆9月2日(日)10時～ 第58回宮城県母親大会in大河原  於・大河原小学校 参加券：800円 

分科会＝午前(第10分科会は、「原発ゼロをめざして」助言者・多々良哲さん)子ども・暮らし・平和・見学などの21分科会 

               全体会＝午後オープニング堤神楽・記念講演斎藤貴男さん「なぜ改憲？どうなるわたしたちのくらし子どもたちの未来」 

 

 
河合弘之弁護士の講演 と

「日本と再生 光と風のギガワット作戦」上映 

ドキュメンタリー映画（河合弘之製作・監督） 

  

「子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの 

転換をめざす女性ネットワークみやぎ(略称女性ネットみやぎ）」は、 

2012 年に結成され、５年経過しました。 

■原発事故による放射能汚染被害はいまだに・・・・ 

■子どもたちを守る、課題をあと送りしない 

■女川原発再稼動STOP、再生可能エネルギーへの転換を！ 

原発事故による放射能被ばくによる健康被害は、福島で甲状腺がんと疑いの子

ども（当時５才～18才）の検査で、さらに増えています。 

検査で経過観察とされた後、別の医療機関でがんが見つかった患者については

把握困難として報告されていません。宮城県丸森町でも甲状腺がんが確定して

手術された方もおり、北茨木市にも３人いました。 

福島原発事故によって放出された放射能汚染廃棄物は、この宮城県にも、の

処分や管理については、いまだに方向が定まらず、住民の思いはなかなか届きま

せん。原発がなくても生活できることは、この６年余の経験で実感してきました。 

日本でも、さまざまな自然エネルギーの発電を進めることにより、原発ではないエ

ネルギーを活用して地域も経済も再生できると確信した河合弁護士たちが、世

界 7 ヶ国を回り、自然江ネルギー活用の実情を見て聴いて取材したドキュメント

 

県が、１キログラム当たり 8000 ベクレル以下の放射能汚染廃

棄物の試験焼却を指導する４広域行政事務組合(仙南・黒川・

石巻・大崎)のうち、仙南では、3月に続き4月に2回目の試験焼

却を実施し、年内 6回を予定しています。 

黒川地域行政事務組合は、住民に対する説明会も開催せず、

5 月 22 日から 5 日間の試験焼却をはじめており、583.6 トンのう

ち、437.3トンは農地にすき込む、としています。22日、「黒川の生

命と水を守る会」は、抗議集会をして、抗議文を提出しました。 

県内の焼却場や処分場は、放射能に対応する仕様ではないの

で、焼却によるセシウムの空中飛散、焼却灰を埋め立て後の滲出

水による拡散―低線量被曝や子どもたちへの健康被害など長期

的な内部被ばくや環境汚染に住民の不安が広がっています。 

大崎市は、6月2日、焼却施設と最終処分場がある3カ所

で説明会を開催し、250 人が参加しました。住民からは土壌

汚染、被ばくリスク、子どもたちの健康被害についての不安発言

が出され、隔離保管を求める意見が続きました。市議会で予算

が通れば始める意向に住民の強い反対運動が広がっています。

また、「放射能汚染から天平の強度を守る涌谷の会」は、試験

焼却を取りやめること、8000 ㏃を超える廃棄物は、隔離保管

するように涌谷町長に申し入れました。 

汚染廃棄物焼却問題を考え反対する団体が21結成され、

対応する自治体や焼却場に、県にも要請し、運動しています。

被ばくによる健康被害、大気土壌の環境汚染を後々まで残さ

ないように、「焼却・埋込みをスルナ！」と声を上げていきましょう。 

放射能汚染廃棄物の焼却処分に抗議する県内各地の運動  


